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細菌理論(germ theory)
病気は病原微生物(細菌、真菌、
寄生虫、ウイルスなど)によって
起こる。
→「ワクチンや薬で病気に対処
しよう」

環境理論(terrain theory)
病気は周囲や体内の環境悪化に
より起こる。
→「栄養や衛生で病気に対処し
よう」



アントワーヌ・ベシャン
病気は細胞の内部から生じる。
健康の悪化に伴い、病気が表
出する。
病気を防ぐには健康を生み出
すことが必要だ。
病気は不健康な状態に存在す
る。

ルイ・パスツール
病気は体外の病原体から生じ
る。あらゆる病気は、それに
対応する病原体がある。
病原体は病気の要因である。
病気は誰にでも起こり得る。
病気に対する予防が必要であ
る。



何物も失われないし、何物も創造されない。
すべてはただ、形を変えてゆくのみ。
何物も死の犠牲にはならない。すべては生
命の糧となる。



←コロナウイルスとされる画
像とエクソソームの比較

ベシャンは顕微鏡下に、
細胞の内部から微細な物
質が放出されるのを確認
した(いわゆるエクソソー
ム)。



細菌理論(germ theory) 環境理論(terrain theory) 細菌/環境折衷理論

病気は体外の病原体より生じる 病気は細胞内の病原体により生じ
る

病原体は体外から来ることもあれば細
胞内で生じることもある

微生物は免疫系と対峙している 細胞内微生物は通常は体内の代謝
をサポートしている

微生物は免疫系と対峙するが、体内環
境を破壊することはしない

微生物の作用は一定 微生物の作用は変化。宿主の負傷
/死亡の際に異化(分解)作用など。

微生物は損傷したり死亡した細胞を貪
食する。他にも作用がある。

微生物の形態や色は一定 微生物の形態や色は宿主の状態を
反映して変化

微生物の形態や色は宿主(terrain)の状況
次第で変化

あらゆる病気にはそれに対応する微
生物がいる

あらゆる病気はそれに対応する状
況がある

あらゆる病気は、それに対応する微生
物および一連の状況がある。

微生物は病気の主な原因 宿主の健康状態により微生物が病
原体となる。従って宿主の状況こ
そ病気の原因

微生物、生理学的/身体的terrain、両者
が等しく重要で、原因となり得る。

病気は誰にでも起こり得る 病気は不健康な状況により起こる 病気は病原体、生理的/身体的状況の相
互作用により起こる

病気の予防には防御が必要 病気の予防には健康の創出が必要 病気の予防には防御と健康創出が必要

ワクチン肯定 ワクチン否定 必要なワクチンを見極めて

ソマチッドの存在を否定 ソマチッドの存在を肯定 ソマチッドの存在を肯定

生命の基本単位は細胞 細胞よりも小さい単位(ソマチッ
ド)が存在する

ソマチッドを認める





農薬(殺虫剤,除草剤),遺伝子組
み換え食品,ワクチンなど、近
年ますます環境が悪化している。
軍産複合体(military-
industrial-pharmaceutical 
complex)による推進。

環境理論を認識する重要性

細菌理論を信じる人々は、
環境理論に目を向けず、
症状を抑えるだけの対症
療法に終始してしまう。
→ロックフェラーの思うつぼ



ここで、
大きな疑問が浮かぶ



環境理論(「病気の原因は外側(病原体)ではなく内
側(体内環境)」)が正しいとすると、、、

感染症というのは一体何なのか？

天然痘、ペスト(14世紀)、梅毒、インフルエンザ
大流行(1918)、結核、エイズなど、
これらの現象が感染症の流行ではないなら、
一体何なのか？
さらに、感染症予防に打つワクチンの意味は？



すべて環境理論で説明可能です

【結論】

感染症の恐怖をあおる言説は詐欺的
→ワクチン、投薬(抗菌薬など)に追い
込む手法

以下にその理由を説明していきます



天然痘
ネイティブアメリカンを絶滅させたのは本当か

一般的な説
入植したヨーロッパ人により病原体(天然痘,麻疹,

インフルエンザ,腺ペスト,ジフテリア,チフス,コレラ,猩紅熱,

水疱瘡,黄熱,百日咳など)が持ち込まれた

免疫のない数百万人の原住民が感染、死亡
したとされるが、、、



1918 Flu(スペイン風邪)
世界で数百万人の命を奪ったとされている。
通常のインフルエンザの場合、65歳以上の高齢者や慢性疾患の既往者の死亡が多いが、1918 Fluの死
者は主に20～40歳。かつ、同時代の様々な記録によると、このインフルは通常のインフルと症状が
まったく違う。
仕事に向かう途中で急激に発症しその数時間後に死亡したり、通常のインフルエンザかと思うと急激
に肺炎になりチアノーゼを生じ窒息するように死亡したり、最初は普通のインフル化と思ったら鼻や
口から血を吐いて息苦しそうに死んだり。

明らかに通常のインフルエンザではない。

しかしCDCの文書では、
「この時以来、世界中のインフルエンザA型はすべて、1918年のウイルスの変異型により引き起こされている」
当然、事実ではない。というかそもそも、生命体ではないウイルスに変異も何もない。

それでは、この1918年インフルエンザは一体何なのか？



塩素ガスの登場

1915年イープルの戦いで初めて実戦投入。

塩素は有機物と結合する。兵士の肺や目に重篤な症状を起こした。

その2年後には新たな塩素ガス兵器(フォスゲン、マスタードガス)が次々と開発され

すぐに実戦使用された。

塩素ガス兵器は両陣営が研究していた。効果的な投入法(手榴弾式など)が
開発され双方の被害が激化。死傷者は数万人に及んだ。

たとえ死亡に至らずとも、塩素ガスの被害を受けた者は生涯後遺症に苦しんだ。

塩素ガスは脂溶性であるため、細胞膜を透過し、肺、目、皮

膚を破壊。兵士に激烈な痛みを与えた。



まとめると
・戦争のストレス
・戦場の劣悪な環境
・頻回の有害ワクチン接種
・有害な薬(アスピリンなど)
・塩素ガスなど様々な有害物質

これらの要因の相乗的作用により数百万人が死亡。
インフルエンザ(感染性ウイルス)によるものではない。



エイズの始まり
1981年サンフランシスコのゲイ(男性同性愛者)の間に二つの比較的珍しい
病気が見られるようになった。

カポジ肉腫(KS；癌の一種)とニューモシスチス・カリニ肺炎(PCP)である。

これらは新しい病気ではないし、ウイルスによって起こる病気ではないが、これら2つ
がエイズの症状として定義されることになった。

最初のエイズ患者(Patient Zero)と
されたGaetan Dugas氏(1952～1984)

そして、

マスコミがエイズの
恐怖を煽りまくった



「ドラッグの毒性により、いわゆるエイズ症状が生じたとする説明は、
生化学的に極めて筋が通っている」(Peter Duesberg PhD, Daivid Rasnik PhD)

しかし、エイズ有毒物質原因説を検証する研究は、
1984年4月23日以降、突如打ち切られた。



「エイズの原因はウイルスです。
血液検査によって、100％の正確
さでエイズ患者を同定できます。
2年以内にワクチンができます」

アメリカ政府高官

この発表以降、エイズ研究はウイルス仮説に限定されるようになった(それ以外からの

アプローチでは研究助成金が下りない)。

また発表と同日、エイズの検査キット(Dr Robert Galloの開発)の特許申請が

行われた。

これは科学の世界では通常あり得ないこと。



HIVがエイズを起こすことを証明した研
究者はいない(キャリー・マリス)



ペスト(黒死病；The Black Death)

「ペスト菌(Yersinia pestis)による感染症。
ネズミおよびその他野生の齧歯類を宿主とし、
主にノミによって伝播される人獣共通感染症」



梅毒
「細菌(Treponema pallidum)により起こる性
感染症。体中の皮膚、粘膜に病変を生じる」



真相はこの本のなかに！

翻訳本の出版
乞うご期待！


